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歴史的価値を有する鋼橋の補修・補強に関する調査 

 

日 大 生 産 工 ○五十畑 弘  横 河 ブ リ ッ ジ 掘井 滋則 

川鉄橋梁鉄構  神田 恭太郎  首都大学東京大学院 中村 一史 

  

 

１.まえがき 

近年，国土整備の施策において，歴史的建築物や歴史的

街並みなどとともに，土木構造物に対する歴史的側面が着

目される傾向にある。全国に分布する鋼橋は，ストックの

増加と老朽化にともない歴史的評価を受けた鋼橋の保全

に対するニーズが高まることが予測される。土木学会では，

鋼構造委員会の中に，「歴史的鋼橋の補修・補強に関する

調査小委員会」（委員長：五十畑弘）を設置し，歴史的鋼

橋の補修・補強について，国内外の歴史的鋼橋を中心とす

る土木構造物の補修・補強の事例に関する調査を実施して

きた。本文ではこの調査結果の概要について述べる。 

 

２.歴史的鋼橋のストックと現状 

鋼橋ストックの中で，特に 1960 年代から始まった急激

な橋梁建設量の増加により，建設後 50 年以上経過した橋

の比率は 2010 年代以降急速に押し上げられ，維持管理が

大きな課題となる。道路橋全体では 2001 年に 6％であっ

たこの比率は，2011年には約12％，2031年には約50％を

占めると予測されている(図 1)。この中には歴史的価値を

もつ鉄・鋼橋も含まれ，その補修・補強はブリッジマネジ

メント上の重要な課題となる。 

 鋼橋全体のストックは，道路橋で，橋長2m以上で67万

1千橋，15mを超えるものでは，13万9千2百橋（2000年

時点）あり，そのうち鉄・鋼橋は約40％を占めている。鉄

道橋では，1m以上の鉄・鋼橋は，JRおよび民鉄の合計で，

4万1千700箇所(橋)で，延長840kmに上る(2002年時点)。 

歴史的鋼橋については全体的な統計データは存在しな

いが，全国規模の調査としては，土木学会が 1999 年に実

施した土木遺産の全国調査がある。調査結果は，「日本の

近代土木遺産-現存する重要な土木構造物 2000 選-」1) と

して 2001 年に，改訂版の「同2800 選」が 2005 年に発刊

された。これらの調査は必ずしも網羅的ではないが 2000

選では，対象8718件のうち橋梁は4018件で45％を占める。

これらのうち歴史的価値が評価された 2368 件のうち 40％

の950件が橋梁であった(表１)。 

 

 

 

 

３．補修・補強に関する標準的ルールと手順確立の必要性 

実交通の供用下にある歴史的鋼橋は，建設時に期待され

た役割，および，それ以後の社会の変化によって追加され

た交通増加による車線拡幅や，歩行者の安全確保のための

歩道部設置，照明灯，交通標識の設置・追加などの機能の

整備は当然期待される橋梁管理の範囲である。これと同時

に社会的ニーズとしての歴史的価値を有する歴史的鋼橋

にあっては，基本的機能に加えて，歴史的・文化的機能も

橋梁の機能維持の対象として認識しなければならない。公

的な判断によって歴史的価値が認められた鋼橋にあって

は，歴史性もまた社会から要請される構造物の機能である。

このためには歴史的価値基準を確立するとともに，歴史的

鋼橋の補修・補強に対する一定のルールと手順が橋梁工学

の専門的な見地から示されることが必要である。これに応 

  

表1 土木遺産全国調査（2000選）結果 

 

 

 

 

 

 

 

グレード 橋 合 計 

A 160   (17%) 432 (18%) 

B 293   (31%) 773 (33%) 

C 497   (52%) 1,163 (49%) 

合 計 950 (100%) 2,368 (100%) 

出典：日本の近代土木遺産-現存する重要な土木構造物2,000選- 

（土木学会，2001.3） 
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図１ 橋齢50年を超える道路橋の比率（予測） 
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えるものが，歴史的鋼橋の補修・補強に関するマニュアル

である。 

 

４．補修・補強の基本的考え方 

歴史的鋼橋の補修・補強にあたっては，土木構造物であ

る橋梁本来の基本的機能を満足することが求められるこ

とは言うまでもない。基本的機能とは，橋梁構造物の計

画・建設時に意図された役割と，それ以後，社会，環境の

変化によって追加することが求められた役割，例えば歩行

者の安全確保のための歩道部設置，交通量増加による車線

拡幅，設計荷重の改訂に伴う補強など当該橋梁に対して求

められる役割である。歴史的鋼橋の多くは経年によって老

朽化が進んでいる場合が多く，一般的にはこれらの橋梁に

対して基本的機能を満足させるためには，比較的大きな外

観の変化を伴う補修・補強が必要となる場合が多い。 

大規模な補修・補強は外観の改変を伴うことになり構造

物の持つ文化，風土，伝統といった側面に大きな影響を与

えることになる。採用する補修・補強の方法によっては，

歴史的価値，文化的価値を損なう可能性があることは，過

去の事例が示している。また，橋齢をもって補修・補強が

検討の対象とはされずに，撤去，架け替えが前提とされる

ことも多かった。このことは基本的機能を満足させるため

に講じた補修・補強，あるいは架け替えが，社会的資産で

ある歴史的，文化的価値の喪失をまねいて，結果として公

共の利益に反してしまうことを意味する。 

歴史的鋼橋の補修・補強の基本的な考え方は，歴史的，

文化的価値を，構造物本来の基本的機能と同様に，構造物

の具備する機能ととらえて，これらを与条件とする中で合

理的な選択をすることである。理想的には，現位置のまま

で当該橋梁に対して求められる歴史的，文化的価値を保持

しつつ，同時に安全上，機能上の機能を問題なく果たして

供用が継続されることである。したがって美術工芸品のよ

うに何も改変せずに製作当初の状態を維持する保存形態

は，歴史的鋼橋を含む土木遺産には適合するものではない。

歴史的，文化的価値の保持と構造物本来の役割は，一般に

は技術的，経済的にもの相反する関係にあるが，この双方

を果たすための手段として歴史的鋼橋の補修・補強がある。 

歴史的鋼橋そのものの補修・補強ではないが，車線追加，

歩道設置のために現橋に隣接して橋梁を設置する場合な

ども，周辺景観を含めて外観が大きく変化する。このよう

な場合も，現橋の補修・補強と同様に考えて，追加される

隣接部が現橋の歴史的，文化的価値に与える影響の具体的

な内容と歴史的価値の関係について，個々の条件に基づい

た慎重な検討が必要である。 

大幅な改変を伴う補修・補強を施しても安全性，使用性

に関わる基本的機能の問題を解消できず，現橋の架替え以

外の選択肢を取り得ないと総合的に判断される場合には，

転用，部材再利用などにより歴史的，文化的価値の一部を 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 清洲橋(1928) 

（チェーンの材料に高張力デュコール鋼が使用された） 

 

表２ 補修・補強計画設計のステップ 

 計画のステップ 目 的 

1

 

歴史的価値の明確化 

技術，意匠，系譜から価値を

明確化して保全すべきポイ

ントを設定 

2

 

適用保全方針の検討 

保全ポイントより適用保全方

針を検討 

3

 

詳細調査計画作成・実

施 

保全方針に応じた詳細点検

項目，施工条件などの計画

策定・実施 

4 補修・補強詳細計画 補修補強詳細計画・設計 

 

記録として残す方法が考えられる。 

 

５. 計画，設計の手順 

5.1 全般 

補修・補強の計画は，継続する歴史的価値の内容がどの

ようなものであるか具体的に明らかにするための調査・点

検から開始される。当該橋梁のどの部分が，どのような歴

史的評価を有するものとされているかを明確にすること

によって，適用する保全方針が決定され，それ以降の設計，

施工の詳細計画の方向付けがなされる。 

保全方針とは，当該構造物の歴史的価値に応じて，どの

程度のレベルで種類の補修・補強をするかということを決

定することであり，補修・補強の基本的な方針となる。こ

の方針に基づいて，歴史的価値が評価されている構造部位，

箇所，それらの仕様に対する影響，施工法などを考慮して

詳細な点検を実施して補修・補強の計画，設計を行う。 

 

5.2 手順 

 歴史的鋼橋の補修・補強の計画は，個々の対象橋梁の条

件に応じてその手順は異なるが，一般的には以下のステッ

プで進める（表2）。 

1) 歴史的価値の明確化（ステップ１） 

「土木学会近代化土木遺産の評価基準」に示される技術，

意匠，系譜の 3 つの側面（表 3）を基として，保全項目リ

ストから当該構造物で保全すべきポイントを設定する。 
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表３ 歴史的価値の評価基準 

分

類 

 

評価項目 

 

事例，評価点 

1)年代 現存最古の吊橋（美濃橋：

岐阜） 

2)規模 戦前最大スパンの鉄道鋼ト

ラス（澱川橋梁：京都） 

3)技術力 初の道路用溶接橋（今宿

橋：神奈川） 

4)珍しさ ２例しかない３ヒンジアーチ

橋（桜宮橋：大阪，） 

 

 

技 

 

術 

5)典型性 増田淳設計の代表的な橋 

1)様式との関わり ネオ・ルネサンス，アール・

デコ 

2)デザイン上特筆 デザイン上の成果 

3)周辺景観との調和 町並み，自然の中で一定

の存在感 

 

意 

 

匠 

4)デザイン上の意識 設計当初のデザインに対

する配慮，意識の質の高さ

1)地域性 森林鉄道のトラス橋（地域

への材料の供給） 

2)土木事業の一環 当該構造を含む土木事業

全体の計画の内容 

3)故事来歴 小説，絵画などでとり上げ

られ知名度の高いもの 

4)地元の愛着度 地元で好かれ大切にされ

ていることを評価 

 

 

 

系 

 

譜 

5)保存状態 建造当初の状況をどれほ

ど強くしのばせてくれるか 

注）土木学会「重要度の高い近代土木遺産の技術的・意匠」

的・系譜的評価」に基づく評価項目 

 

このためには，あらかじめ基本調査が実施され，文献，現

橋情報（1 次点検，日常点検により得られる情報）の入手

が前提となる。例えば，評価点の「 技術」では，①規模

の大きさ，②技術力の高さ，③珍しさ，④典型性の４点で

構成されるが，②の技術力の高さでは，JR総武線隅田川橋

梁が鉄道橋初のランガー桁であることや，清洲橋のチェー

ンにデュコール鋼が使用されたことが該当する（写真1）。 

2)適用保全方針の検討（ステップ２） 

補修・補強は，ステップ１で設定された保全すべきポイン

トが継続されるように計画されることになる。ここでは，

このために適用すべき保全方針の検討を行う。どの保全方

針を適用するかが，歴史的鋼橋の補修・補強計画の基本方

針となる。保全方針は基本的には，５つのカテゴリー（継

続的維持，保守，再生，復元，保存）とする（表4）。 

 

表４ 保全方針 

 保全方針 説 明 

1 継続的維持 現状機能を維持。部分的，警備な補

修 Ex) 塗装の塗り替え 

2 保守 小規模改修。床版補強，床組補強，

主構部分の補強，耐震補強，高欄補

強など 

3 再生 外観変更をともなる大規模改修。歩

道橋への転用，スパン短縮，幅員拡

幅，歩道設置など 

4 復元 オリジナル機能を回復。旧橋の移設

設置など 

5 保存 現状形状維持。旧橋をそのまま残

置。 

 

また，これらの保全方針を取り得ない場合の対応として，

転用，部材再利用等の検討する。 

3) 詳細調査(2次点検)計画の作成，実施（ステップ３） 

 設定された保全方針に従って，補修・補強の詳細計画・

設計の準備を行う。対象橋梁を詳細に調査するための詳細

点検計画を作成する。点検項目は，詳細計画，設計に必要

な情報が得られるように網羅されなければならない。 

作成された詳細調査計画に沿って調査を実施する。また，

調査は，橋梁全体の通常の点検，調査の一環として実施す

ることが望ましい。 

4) 補修・補強詳細計画・設計の作成（ステップ４） 

詳細調査によって得られた情報を基に，補修・補強詳細

計画を立てて詳細設計を実施する。主要な成果図書は，「詳

細計画書」，「詳細設計計算書」，「詳細設計図」，「材料表」，

「施工計画書」である。 

詳細計画・設計によって，オリジナルの材料はどこまで残

さなければならないか，旧部材の再利用，取替え，形状の

変更を許容する程度，色彩，リベットなどの使用材料等，

すべての仕様が決定される。また，撤去を伴う場合や，部

分のみの保存などの場合には，記録の取り方などもこのス

テップで定められる。 

 

６．補修・補強の計画における留意事項 

歴史的鋼橋は，一般に老朽化が進んでいることから，現

状機能を維持するために，部材取替えを含む補修・補強が

必要となる。歴史的鋼橋の補修・補強においては，このケ

ースが最も多いものと考えられる。補修・補強の計画にあ

たって，対象橋梁のオリジナリティーを尊重することは，

歴史的鋼橋の価値を保全するために共通的なことである。

塗装の他，腐食・破損部材の取替え，支承・伸縮継手の取

替え，沓周りの補修など，すべての箇所においてこの原則 
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表５ 歴史的鋼橋の補修・補強計画上の主な留意事例 

項 目 内 容 

旧部材の活用 損傷部材の取替えよりも可能な限り旧部材

を利用した修復を検討。 

リベットの使

用 

リベットは歴史的特徴の重要なポイント。可

能であればリベットによる修復が望まし。ボ

ルトとする場合もTS高力ボルト，ボルトキャ

ップの併用を検討する。 

軽量床版への

取替え 

床版の取替え・改変は比較的外観への影

響が少なく，床版構造の選択により死荷重

低減の手段ともなる有効な方法である。 

ケーブル補強 ケーブルなどを追加してプレストを導入する

工法は，補強部材をコンパクトにまとめら

れ，外観への影響少なくする有効な補修工

法となる場合がある。 

部分残置 技術上の特徴として，例えばバックルプレ

ート構造などの場合，部分的に残す方法

も，歴史的価値の継承としてありうる。 

沓周り 沓本体は，取替える場合には同じ構造の再

現が好ましい。耐震性向上の場合は，既存

の支承の残置に加えて機能追加方式（機能

分散）を検討する。落橋防止装置，耐震ダン

パーなどを追加する場合，全体の外観の改

変となる場合，オリジナルの部分との識別

可能なように塗装色の工夫も必要である。 

使用性機能の

追加，構造改

変 

標識板，信号，橋灯，ライトアップ照明，配

線，避雷針，添架物，防音壁，ガードレール

道路設備などを追加の場合特に下路橋で

は個別に検討が必要である。 

構造改変，拡

幅 ， 歩 道 追

加，幅員変更

等 

いずれも外観，歴史性に与える影響が大き

い。補修・補強方法の採用と詳細の決定に

当たっては慎重な検討が必要。ただし追加

は 既設部を引き立てる，あるいは想起さ

せる場合は許容される。 

 

がまず適用されなければならない。オリジナリティーの尊

重とは，近代化土木遺産の評価基準の中で，技術，意匠の

面で評価された構造上の特徴への影響をできるだけ少な

くすることであり，この部分の補修・補強の対応に関して

留意することを意味する。また，オリジナリティーの尊重

は，対象橋梁の歴史的あるいは文化的な価値となっている

部位と，そうでない部位では，当然メリハリがつけられる

べきと考えられる。主な具体的留意事項の事例を表5に示

す。 

 

７．今後の調査・研究の予定 

本研究の成果は，今後２つの方向がある。ひとつは本調

査の結果に基づく歴史的鋼橋の保全への適用を重ねつつ，

実務的観点からの改訂と便覧レベルのより実務的事項の

策定を行うことである。もうひとつは，本調査の研究結果

を，土木構造物全体にその対象を拡大し，歴史的価値を考

慮した補修・補強の調査・研究に活かしてゆくことである。 

後者については，一専門分野にとどまらないことから土

木学会において，コンクリート，水工学，構造工学，鋼構

造，地盤工学，土木計画学，土木史研究，景観デザインの

８委員会の連合による小委員会（「歴史的構造物保全技術

連合小委員会（委員長：五十畑弘，2006.7 発足）」を組織

し，研究に着手したところである。 

 

８．あとがき 

 本調査は，平成 15 年度に土木学会鋼構造委員会に設置

された「歴史的鋼橋の補修・補強に関する調査小委員会」

の活動によるものである。最終成果は2006年11月に土木

学会鋼構造シリーズの「歴史的鋼橋補修・補強マニュアル」

として土木学会から発刊の予定である。なお，本調査の一

部は（財）国土技術研究センターの研究開発助成によって

実施した。 
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